
／∠、ケージ飼養に偏する或験  

清 7k 甥 哀、  

井 卑 金 ニ、  

殿 内 正 芳  

名 倉 葡・－  

ヱ、守動給餌と自動給餌の産卵比熱試験   

官◆ 杓、 争教飼養により労カの解凍零として分野の官勧化水行わ弟る   

傾衝カミあ寄切ミ、自動化により鋼帯¢席衆求利き今夏繋げ飼科詔責オこ悪化する   

ことが孝刺され衆碕＝とに度し得ない状態であるからこれ窒化厳し現蕃すべ   

吾方j套宣教知す為べく才子った．   

法  侠武轟ば妬和J∠阜j閂′ミ＼化■の白レス雌ヱク∠羽生手動褒の羽   

白‘動区√ヱ詞各々ヱ圧そある，包1勤給・封鎖正解各式にして南側におし＼てJ   

介停止し、j雷行時間ク外ぞあって産虎乙／♂分て、あり／羽の前を晶凰する碕   

圃は朝鼎2介7秒、7kヱク秒之句亭ク秒ぞ・ある。給餌碑繚全長J俄古クc弟   

ぞ両側に水入〈J′√⊂礼）定席えぞいる綻つア給餌‾箱吐ヱ旬タ∠ぐ間そ易り、   

ケージ¢貴書ば／／例りきゝタ＜り吃′で／列∫2胡入である。／帝閤に／朗ガ飼   

料に壊す参帝閣培／Z■卦4之．れこ痺する時間は〃合そ丙側巧／ク罰はこ   

れより＆暑くなり、各々睾・なってくる．／／軍め底水に壊する⊥時間水長く   

家名，日長時・簡による萄科環がフkに凌い得る埼圃妊次の操そ赤呑．飼料せ   

C′／7丁刀N∠♂不〉欠表の凰リ  

鮎率 

魚 類  ／ク   

トウモロコシ  ／㌢   

基礎配合  J∫  一新・ル マツタユ  

′ト 貴  ／∫   

生米鳴   ∫   

計   ／ク∂   

毒合 与 ‾珪  噂暦＝飼料こ脅する時間  7kF痘相嘲  

手動貞1酎   

／l星亨‘区  

ヱ時ア分、   

2、／タ．4ヱ  

手数葛劾  ／ヱl之J々・～〃  

Z房 J  2．4．㌻   

∠．√タ 牟ヱ   

2、ヱク，〃ク  

自動紹、餌磯ばタイムスイ、ソヰ・により腰行する様にし色．痘軍は千后／回／  

帝当√♂才給与し、カキ観味／鹿／回給与し不足寸る区瞳禰表す香掛こし  

た．   

開沓項目呟産雨水魯、倒科御車、体受、弊死、淘汰、健康状態孝でぁる  
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税  額  

〝ノ、産卵放線  

g  月  7  月  ／ク 月   平  均   

訓萱 二7 声                       項 目  ト手弓斬  自動  手動  i百村  手動  自動  苧帯！自朝   手動   醐 白寿タ   

タ  
平均印書    ∫アブ  】∫久㌔  ∫グ′  ∫7′  ∫よタ  ∫㌔J  ∫才，㌔  ト刀悠  〝／  ；∫タグ 産卵奉   銘 gク．7  ∫J乙タ  ∫ニ仁〃  〃ユタ  ト劇げ  J／ア  ヱ∠≠  しか  ≠折㌔  ノア2                        l  産卵率  β∠％  弓4だ∫  頸7  J乙／  〃貫∫  J〃／  ヱ／2  ／ク∫‾  硲．可〟・？享  事 ．竺吏竺．1  平坊卵更  ！頸フ  よ王女  お才i∫ヱダ   ∫考フ  ∫4‘  ▼r∠．～  ：∫クエ ．．＿」  

亭動圧∠包動区〃／〃司式生存憩〃産卵敦¢統計鬼窪の薄誓は∫％／％   

の葡貴重りこ教頭ら札、平房卵蜃におし＼てぼ罷められ夜かっ色，ヱ気配置   

による飼科攻公綽与オ法皇解析した轟異にば差ガなく．鈴与意‡二よる有   

蓉姜ガこ∫％／％そ認められた．  

〔之）．飼料・1最取ノ扶愚  

匡頂月別毒 7 鍔…ど  タ 芦【／   H   

閂     ＋     ほしヱ警  
・ 

＋「 l三＿  

さトー1 匹   良．！巨い動 凹  

‾‾‾‾‾▲‾‾‾‾十‾■‾▲‾‾－▲■‾ ▲l－  

ク 汚！ 耳  ーニ∵ ！  

●    －  劣 ∴二二三」  
【  
ノたフ‥ブ  

タ／∠  

ク才ノ．∠  

、－、   

／白ソ罰札り腐東骨成年制区カこ白熱蓬より帝に多く∴書風飼料区子吉ヲ   

／♂g・・オールでッシュ区そ韓／∫％の養カミあっそ。  

（JJ、飼料字幕率   

ヽ  

孝勅題痩身勃圧より常仁優れてあ■り戸声巨㌢終においマヤの塞が激しく  
ヴって：．  

－／／／－   
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手動！〟γノ．／クク亭／7灯銘∠  
％／阜／ダク形′茎     2  

r∴～甘 PJ．r   ／タフフ   

／∠＜PくP  ノ・■ ・一、：  ‥ 、 ベ ーー  ／クク：／∠タ∫ 乃二∫  雅ク  

／切♂i／仏杉－ デみP ／∠竣Z わ′ヱ喜．イ∫ブク ヌーク毒．勉 タク∠  

竺L空竺聖竺⊥竺ニL竺空  タタヱ茎／勿2ク  

手動宙動妥に尊慮飼刹区べ扇束子そあった，   

仔J、鹿 康 状 愚  

／ク閂i  書十 】  
・・－－・一寸ーー－▼・・一一－】  

才  鍔 一 夕 月  

ニ∴  、ご／■  

ク  Ⅰ  ヲ  

僚ウノ択無体百詔給餌区水食烙であつ在。   

なノ、一味易司 〃）映 況  

／∠    ぎ Jク  J「  

／タ   ≠  2  

区 別 珂副    7  日  l♂ 月  ‡戸 月  ；／ク月 ぎ 針  沓 風  

白  

フ 
区   

彰 琶   

J   j／∠  ∫ク．成∫  

jダ  匡器惇㌶惇篭惇㌫－   
タ∠ ∠ギク   

シ  オ l  芋 郵  梯；塀  Z       2タ       部分礫窮  タ     ヨ／≠    〃    〃∠ 〟r；  ル   豆十  ∠  カ（％  ヱグ ムまヱよ J♂ ∠フナ   JJ グ携2     マ ツ  盈  

由 勃  
区  」芸者  

区   
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白勅区ぼ学部区より常仁倹男魚ボ多く琴生してみり郡外礫弼珍終生感  

孝く産卵£鮒療酪になった．・衆む雇ぃ尊慮の飼畔直の孝剖区やすら生  

存裔中〃ぞ％力こ碑羽スぼ奇弁凍額左してい仁自動区にぉいて療グ〃％  

に’環んだ、．  

・要  紆   

ケージ飼番において手動給与と卓効給与にあける産卵承鱒及びこ現に岡  

庭する藷番項萱比歌碑計し日動給与につし、てのE丈着東芝矩∂べく棄兎しモゥ  

（（ノ、産卵状鼠 色動線考べ守動線考より悉く∫％／ガ水準で有雲轟て吠爵ヤ   

与れ、卿蜜そぼ有意壷ヵミ艶められなかった。飼料と給与汰の塵■こヂる衛   

兵そば、額科要による着意差ば粂められ本給与法による差は有意であっ   

た。  

鰐ノ、飼料の葡萄状態   年働区式台劾区より常に長く専守／クー／∫％？墓カて・   

あつ≠㍉  

（ガ、圃絆要諦奉  手動官は常に白痴区より摩れタ月次終ぞの轟カミ照巷   

どな一つた。  

㈱、体  重  南條時より次号に低下していつたカご各区にぉいて帝   

利夫きな套ぼ在れった。  

燭、健康水魚  両区¢簡に碑馴¢萎契は罪責ら惹れったカこ．項の水   

質は巨萄区水食1昏であつ堤。  

〔詔、硬翳の状況  仝佐として布令項羽個体カミ％く従って産卵さ断線的   

Jニなった。自動誕、鎮守勧区よリヤの教水争く ♂月にば重曹ク〃禽刀ご．換翠又   

虻」野外礫軍乏していモ．タ珂以降成一郡外■礫羽稲戎鹿じ礫弔鞠が多くなつ   

7乗た。／ク円仁ぼ自動区の紆ダ∠％、手動正さ紆g g〆は硬鋼鶉とな   

・フた。  

（の、洛蘇峰、卵′乾生憂に零した飼料費は穀島／∫J閂4P寿の色勿怪オー   

ルマツエで・県債式亭勢医書虞鋼帯〃／ク∠円〃♂貴子あった。手動延ば   

帝簡j件とあ匂新区より軽かクた．   

本観照におし＼て常勤区ボ事効建より思い結果になった東国由飼料・一之摩す  

ゐ隙間ガ短く原板琶の液少レたこヒiL一因と着えられ、タ藤間以上にオ為  

に癌夕日から息対する）世専がめ為、飲水時阿～しグー訝声ヲご／百ノ序で方ク  

ここれご充分∈、おるか耗同ごある・飲水時間類いこと喧嘩の状態が侵し、こ  

じ芭礼うガLがえら軋る．文言溶間玖上慶す∂荷閂♂怒る7一斉吊lニあいて  

Iし辛釘区が摂しl＝ヒ由3野間覆車だ喧不定空あ診のか、あ為いぼ匂由1ヱ欲  

する嫡・1こ姶べる辛が出東伯ためか羊！明し得ぬ就、署承蔓を暫くさ仕る専攻  

－／／J－   



がご1に・整ヒ思わ机あ．  

正 す一一じ＝マヾノゝユ餌汽と粉姓；見合麻製の産卵血戦試験   

軍  ノ   

現翰好一ヱ成す一山マヤシュ飼料が曹虜萄♯より鼓しlと思わ机あが餌患型   

儀式賓為場合環吸音や未知の恭件が常客を与えぁのそ由甘いかと思わ仙為   

の空汝．－敦俣野した。   

方  法．  

床試親感拓和ヲム監ヲ雪酵鹿♂匂レデ姥コ♂∠珂番手勤区古／羽台動座   

J2羽泉ヒレク閂／日より／ク宇考3／留まさオー）レマッシュ銅線と竜虎領   

淘を給与し、僚厨房宇検ノ喝／羽車オクき左給与し、刀モ敢自給常温ヤーこ  

／濁ノ東経与した．詞隆幸項貞慶卵教．電啓、街路苗喪章要求率聾であa  

・庚畝射線Id衷♂席誉診る。  

息衝  トラモ  
魚地  
ロコシ   
ノト畏  庭草糠  計   CP  T工〉〃  単価  翁皐泣   

配合  

配分率  田   ／∂   ／チ   ／∫   オ  ／クβ  ／ク   ∠、g  ヲ2汚ク  ／区4唱   

、＞ユ  ／7   占曾  タ¢．クク  フ邑3区  

偶数  平均 卵至  象印車！  磯承窃！  翌虎奉   
K宅建垂 釣科費  尽牽  鍵’魂： 又淘；ね  毒嘩羽 ‖ 重潟畢  泰坪野 請車  

顛ヲさ  〆ク．ク％  ／埠‘g喜  フ．9′ノ  裏莞ク  ／フ㌔  2  … ∂．㌔  一 乃 ′  

占ふg  曹．9  子ク．計  ぎク．∠  フ．チタ∂  タメ、ユP  ／、倉′∂  ♂  々∠、∫ノ  £∋、¢9  竜一  ク巧  対∂佃1                       嵐  ダ  ■プd才  ・ぐク．／  ∫せ、β  タメ．ク  ヲ、βf／  ／クβ、¢皐  ／、ク小ク  ∠  トむqノウ  曹、計／   
身丈 三む均  ヱ，クコ牙  H 巨紆、′  仲．♂  tカ、ク  ヲ．2ラク  ／ク∂、タ∂  ′ウ〃ク  才、  ／》、クよ  ぶ．好  

カ、¢  ラ．／タ∠  タ玖フ〃  ′子中む   ／  ク、ク占  扮♪α  
冴〃ヲ  ∫フ P  ふ久つ  ヲ訝、∠  ヲく′ノp  ／少フ、抑  ／、由フ  ヲ  宣∠、フナ  ¢、スr  

動 区  

諺  7  ㌻き〝  ＋十丁サ  ∫フ．ヲ  勿、9  タ、∫フグ  ／ノムヲ′  ノ占ア√  ∋  ヱ＞、β  占占．∠タ  

官  
／∂  J・亡き  よ9．吉  ．伊、ク  クP．彰  ク、テク∠  ユダク、ノニフ  ／、ムウク  ク  ズr、ゴ∠  α．¢〃  

“り  ∠  ガ、∫  ／鎖∂  

∠）  

士ユ9  ∫二き オ  ヲ∂／  ク∫ノ  ブ＼Pク9  ／／メクノ  ′く尋、∂  ヂ  ク」ゾ銘2  忍、∫才  

争     ？                       区 （／J オ  ／ク  ヲ古ユ  蓼蕗・才  ヱ∠、〈′  ブタ、厨  g∵クワノ  ／J占、占J  ／．クf〃  ク  ク〟、タ2  ヱ∫．吉倉                              グ  ／．ク／き  ふ久ク  占貫占                 ん  矛                        亨 ＞′  9  占ふf  gゃま、ク   ヽ′ 〃f，√  ヂ》、¢  ヱ．対∠  ノラナ血  ′、ゴタ∂  ‘夕  ムフ、ぐ  ？7、√   ：ユ 区． 仔）  ／∂  Jヲ／．コ  薯出、フ  ヱノ、．2  7∠、ワ  ∠、〃フヲ  之／詮．丘チ  イ〃∠∂  ′  ク♪、．～  Z只者    計又 平均  豊ユぎ鍬  ふ＃3  〃d、g  ∃卯・占  タ．∠ク？  ノウフ．ク／  ／．fタク  ∫  J《♂  フ突∫   動 L  区                           農 区  十 肝  ざ  ∠〃／t∫ク、／   ダヱ、P  ア7、9  ヲ．ノ′ク  ／き／、ぶヲ  ／．∂よク  ／  叫〃ウ  ユ∫J今    ヲ  く（〃／  古層㌧き  ラ／．7  ク年／  く∠、ク飽  乃／、∠ク  ／．∠占4  ヱ  ク矛、ユ∠  ヱ／．勿                            卓粁環 平均  2ノ占9≡gク、ク   ～ク‥ブ  言ワ、タ  タ、才劫  ノユ占．∂ヱ  ノ∠合才           ア  クa2  ふ＞〆  く碕＞、才  ヲ／、／  ．2、政  ／ユク、之ヲ  ／．御ヲ   メ．ク  づげ、ク   jし  音                        写  チ  きさせ  ∫左占  ．Pク、／  ∂ゲ．～  よノブタ  ノク〃矛∫  ／∫／フ  （ク  クコ：∂チ  ヱチタ／   主 区 （ラ）  ／∂  ／タ∂  ∫ク：ユ  ／ク、ぐ  ∠イ9  ／♪、ユタ♪  ラ¢え∂占  ／ ∠∠（∠β  Jク  タ∂、ク  ヲ、∋    勘一て 平二珂  ／㌘タラ  ∫些少  ヲユヨ  ク》、∠  夕．よ′¢  ／わ．紛  ／．レタク  9  ガ、クく  ノ∠、ざ   

－／／≠－   



婁  斡  

グーさ、鰐農lヱあけゐ紛粒常会（雪藩珂粗ノ ヒオー）レマヤゝユ鈴掛を手動   

■ど自動のヱ里能lヱ㊤いて給与し之の蕪耶隠1ヱ及ぼオ愚考を比板碑訝し色．   

（日 産間状絶  

普通飼料区ガオールマッゝユ区よリヤや良埼そば志りたが萄責苦lゴ観  

めら姑なガっ疫．卵喧で一ルマツゝユ邑ガ侵かったが石膏差そどなかク  

た。   

（2）餌艶々貫額状恨  

事勤給与した原谷ぼ同額プ払式符節射lヱ喧若水あつ潅がタナ胃同¢払均原  

板撃帝同じであゥた．可動給与の徴喧串頭レて哲桑園艶がやや蜃骨で石  

「㌻二．  

ヽ 
（ヲノ 句碑要求事  

ス‾－）レマッシュ餅均喧手動色艶ヒ礼に吹希1ヱ低下して奇警、牽の豪1さ  

哲塵街娼区より大望くヲ胃双閏覇者lこなゥた．こ九虐耶蟄¢菱が大空く  

勢響レた軋勿と貰わ軋為。   

ちり 塔翌∂象＆  

試験筒健より次第に勉下したことば両区宍l三岡し、空あaボオールマッ  

ゝコ区♂オカ∵ヤ甲多かゥた．   

徳）倍額吠幣  

両区実に同席否あった拭イ更の栗東喧給与型簡♂ちガいによって免わ凱、  

匂勤給与が飯尊芭あっだ，  

（わ 磯野状況  

普濁萄泉、オールマッシュ叙親の事勢恰与否庄オールマやノゝユ雄頒羽  

東懲〃何軒数ボ争く埼】ヱ計、ヂ声＝ヱぉけ為勃分瀕珂個体ガ響かゥ昆。雪  

ヽ 酎給与した痺金l∠ば軒分礫羽轟♂鞋虫癒着昂餌抱援のオが牽かゥ澄、金  

婚に産卵ば電折軍紀如璽あった。   

（クノ 経 常 檻  

苦痛阿東の手動荘ガ／訝鼓藍佗堅レた飯村費が窯iし要く、嘆いでオー   

】レマッシュ．句財経与の普選爾剋、オー1レマ、ソゝユ区ヒ台り、〃胃にお  

いこぼ啓洩飼料β手勢監を「険しlて細密競争ヒなクた。  

本談軌ご於こ普遷街娼ガオー）レマッシュ珂料よリヤ窄乾い玖筒ご恋クた   

が南無藍の観められ諾しl乾曙関そあり、二 自動給与の堀金ぼ蒋lヱ尊適材親が   

横車の状態も良いかゎ餅粗¢型鰭によ為充分葛為頻韓∂虫煮静a礫なこと  

定一考えa）．は蟄ゴズあゐ．  

■ l   



∬・草牢こ1′‾－さ、飼壊の象印政教   

オ  1ま  

琶財給与ヒ翠勢絵与風力、普痘解熱とオー）レマYゝユ解剋β畠耶叱敬覿扱   

に飢lて・覿料の句異■こ慮∂萄尭塑旨なく、給与方法1二よる凋琴lヱよって   

帝恵善か誕められた・従って観象観衆為β手勢区より 甥頂〃、ゲ4d希絶   

劉lヱ成績を分瞳レ同一帝都、ヱかナ為皐密の同系舞、Zクtlそぬ薮レた．ナー   

シ、額米＝ヱあけ為餅観点オールマ｝ゝユ空畢考慮酋畳語科石ああ，  

・‥・、  ぢ  

系  7  閂  旨 胃  ヴ 胃  ノク 、再  平 均  

侃   平舞  ケージ  平飼  星け－ジ  平餌  ケージ  多可  ケージ  平常  ナシ、   

旦  産卵車   クi Z？、∂ヲ  ∠ク、タ占  ∠ミラ矛  ∠ヱ槍  ゴク、デケ  一身ク、ク／  鯨ク7  ／訝、クぶ  〆ク、クク  〃ヲ、ぶき   

C  渇均耶垂  朗りパ  瑚∂  金．∠  竜虎．才  よフ、ク  ね、¢  ぜメ、才  魚∠  鞘2  鞘ク   

e  産卵車  ク9、お  仁≠／、∠ク  ∂買クワ  u 血、つ  ∠′／∠  4女jせ  ¢ク、／∂  之2．クき  よチ、Aフ  女チノク   

β  閻間墾  ∫ラ、フ  ∫よク  土フ．夕  ∫フ．タ  よ∋、／  瑚∂ク  よf、．∋  古メ．‘才  ∫葺．フ  ≠句f  

り仏系快感平均lヱあいこ垂耶畢∂よ％．ケー㌻、壬据％ ぞ、ヱク％♂芝が診  

り、〃と系統良平飼竃 ∠／％ ケーシ、そょク〆否／／彪♂善があつ俊次卵豆  

に⊂＝】て良市葵喧なかった．  

々選種家蔵奏敵城式剖飼粗勅率に閻寸る試験  

清 水 帝 飯  森 内 定 牙  

♯ 崎・金 ご  名 倉 清 一  

琶  約   

言∠邑酎ヱあいてg胃からグ胃ユβ白きそ♂／タラ日間の或徴亀覇告レ巧巧■  

倉皇由外患項羽璃同左食めた／コケ閂の吠飴色知り雇幾許喪∂－勤とレ、   

併kこノ軒下lヱ乾布廿a穏熟頗璃ヒの愚弟ほ・陪寸さために葵詭レた．  

竜  液   

供哉熟慮次愚の明くレて／屏ノg訝を平常ビレて－総革鶉ヒ同席硬呵j艶害   

避痘符フた．帝鍔虻／羽乾¢ムき亀給与レ叙抱懐メ紛餌ヒしこノ甘≡＝卑とレ、夕   

飯の荊給飯息円空ボ常に水左加えて宅全控肩癖レた危にタ好色松与レた．  

使 就 職  r  
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